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冠省 

 当職は，後記依頼者から依頼を受け，同人の債務整理につき司法書士法３条

１項に定める裁判所提出書類作成業務，簡易裁判所における代理業務及び裁判

外の和解業務を遂行してまいりました。しかしながら，この度，本件の紛争の

価額が裁判所法 33条１項１号に定める額を超えることが明らかとなり，司法書

士法の規定によって代理業務を遂行することができないこととなりました。 

 つきましては，今後は，裁判書類作成関係業務（司法書士法３条１項４号及

び５項）を通じて本件に関与することとなりますので，裁判手続に関する書類

作成等の支援を行っていく所存です。貴社におかれましては，紛争解決に向け，

今後ともご協力の程お願い申し上げます。 

 依頼者の表示 

  住  所 ○○県○○市○○町○○○ 

      氏 名 ○ ○ ○ ○（男・女）印 

      生年月日 昭和○年○月○日 
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